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ょ，第112~苦第 1号1973年 7 月を書官軍されたい.










農場規模 | 1841年 1851年 f1s臼 m 年|四年 11肌年 11則年
，ー 拘 ヲ弱 ラ6
1 未満 ? ? ? 55，628 74，328 
民町以LいEJ時~5b植未v満前
310，436 f 84.4 88，083 f 52.3 85，469 74，807 67，口71 63，46 62;855 
252，79 191，85
、
183，931 171，383 164，045 156，661 154，418 
79，342 9.6 141，311 23.2 141，251 138，647 135，793 133，947 134，091 
30 以上 48，62."> 6.0 149.090 24.5 157.833 159.303 159.834 162.940 164，483 
P 126，382 P 130，282 131，662 
? 29，057 31，451 31，387 P 32，658 32，821 
総農場数 h25，5161∞仰田61∞4 1 572，6401 590，175 
〔出所JH. Mortens， Die Agra門芭ifm明朗間 lrland，1915， S. 15， S. 268， M. J. Bonn， 
Modern lreland and品の Agrarian Problem， tronslatcd from由。 Gcrrnanby 
T. W. Rolleston， 1906， p. 46， B. L. 5010、N'.The Land Ouestion and fhe I.円sh
Ec倒 on肌 1870-1903，1971， p. 108， G. O'Brien. The E抑抑制'cHistoη of 


































小麦， 大麦などはむしろ， その後生産は低下していて， この飢値期に最高の生産水準にあった
とさえ言える。 小査は， こ申時期， 毎年50万トン以上がイギリスに輸出されていたE言われて
いるL 堀抱説子『アイルランドの反乱Jl1970:年，阻-91ベー ジ， M. Hayden & G. A. M曲目n，
A Short Histo7j! of the lrish Fを'otle，1921， pp. 496-499， D. A. E. Harkness， lrish 
E:rni.gration， in lnternational Migrations， edited by W. F. Willcox. 1969， p.265 









































農場規模 1 1制~1874年 1 187い1912年
1以上エ5未カ満 -1% 6 -4% 1
5以上 15未満 - 18 -33 
15以上 30未満 - 21 - 31 
30以上 50未満 - 23 - 25 
50以上1凹未満 -' 24 18 
1∞以上2口日未満 - 31 7 
20日以上500未満 - 34 8 
500以上 43 十 27
〔山所J }ol回目山p~r， Repurl in Agriαd加ral
















農場規模|耕 地 1草(Grass地〕 荒装地
エーカー ラ6 % % 
1 未満 85.1 5.5 8.4 
1以上 5未満 63.5 27.5 7.9 
5以上 15未満 47.4 42.9 9.0 
15以上 30未満 40.6 48.1 10.7 
30以上 5日未満 35.3 51.1 12.8 
50以上100未満 28.9 54.8 15.1 
10日以上200未満 21.3 57，2 19.4 
200以上5C日未満 12.7 52，5 31.4 
500以上 3.2 3~.2 60.3 
会 体| 21.0 
































1847 '56 '66 '76 駒 山年
[出所JB.R.MiもI'hel1， Ahstrat':t of R円tich




















牛所有百分比 一農場平均牛所有頭数農 場 数
農場面積 その他の牛(主に肉牛〉 その他の牛(主に肉牛〕
2 歳tUl2官tf'~ll 歳未満 乳牛 全牛 2歳以上官加l歳末満 乳牛
1 未エーカ満ー P 0.1 
1以上 5未満 74，807 0.8 0.05 0.09 0.2 0.5 
位 5以上~ 15未満 171，383 28 14 15 2.8 0.2 0.4 0.7 1.4 9.7 
138，647 5.6 0.6 1.0 1.4 2.6 
30以上~ 50未満 72，841 129 45o 2172 682 19.8f65.4 19.U64.1 9.4 1.3 1.8 2.3 4.0 
位 50以上~10日未満 55，075 19 21 21 15.5 3.0 3.1 3.4 6.1 
21，319 
237504、r3.9 11.8 12.0 28.6 9.3 6.0 4.7 8.7 Z回以上~5叩未満 8，291 13 3I 1 47.6 23，4 9.9 5.1 9.0 
位
500 以上 1，777 0.9 0.8 59.5 34.8 12.9 4.4 7.3 
1 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 
第4去
???。〕??
注) B. L ソロウが挙げてし、る百分比とH マノレテ γス白挙げている実日教とは照応してu、ない。 しカし，わずかの相暗であるので，
百分比はソロウの数字を利用した。実敢について.30ェ カ 以上は一括した数字しかわかbなかった。ソロウの比率を使って，
， 30エーカー以上回農場数を分書した， 1エーカー木満の実数はわからない。およそ4，9万程度と考えGIiる@



























義太郎氏も，同じく.15エー カー 未満， 15エー カー 以上で10エー カー 宋満， 100ェー カ 以上と
いう具合に農場を三つの群に区分して分析されているコまた，マルクスも，同じ分類基準を採用
L， 100エー カー 未満の農場を経営する者を中小惜地農実者としている. 平野義太郎「アイルラ
ンドにおける土地問題JW歴史科学』昭和1年S且号. 6月号所収参照，マルクス『資本論』第
1部青木書唐版 1080.1田Dペーシ事照ー



























上位との区分についてであるが，中位の上層に位置する50エ カ 以上で100エ カ 未満D農
場は，中位の他の農場と比べてかなり多数の15頭という牛を所有している.しかし.本論で述べ
ているように， ζの15:頭は，少〈て30頭以上という上位白群に比較すれば わずか2告のl以下













農場群 耕地 crop 草地 grass
耕地|草地
エヵ 19 6 エー カ 9 6 エカ- エ】カ下位 1，080，992 868，626 4.3 3.5 
中位 3，416，101 611 5，135，968 51 13 19 
主位 1，131，526 201 4，07側 8 40 36 130 





2) 下位の群。一農場平均面積は. 1エ カー未満の農場を除外
した数字である。
































る。先に見たそり他の牛の 2歳以上のものの所有分布比率 (5%-41%← 54%) 
とほぼ同程度の割合いを示しており，草地の集積程度が極めて高いこ kがわか
る。 つぎに問題となる耕地に関してであるが. 下位の群に全耕地の 19%近く


















らの収入によって支払っていた。 M.J. Bonn， Jl，ioderη lreland and Her Agra円anP.問 blej訓，
tc四 slatedfrom the German DV T. W. Rol1e叫on，1906. pp. 35， 43 






















積は輯耕地3.171.259ェカ の45刊に当る1，381，928エ フわ であった。A.，.土ultural..':歳出lstuS.
I同land. 1881)は， その収穫の3分の2近くが家畜劃料用であったと考えられる (1912年白
数字であるが，総生産高95.5万トン白うち 60.7万ト γが家畜飼料とLて消費された。 E.J 





12) M. J. Bonn. op. cit.， p_ 53 









F荷 層 区 分
模|総面積|地 代 1労働力
1 特別な事業家注1) 大(雇牧智畜農年場) 
2 借地 t農[arm業e 家 32，000 平大均農200場約660万tenant larmer 農場 エーカー ニ.:..-jJ-
3 借 地 良 208，000 キ均草場640万
tenant 農場 エーカー エーカー
4 小 借 地注農幻 365，0日O 10ポンド以片
smal1 tenant 人 下の小地
5 1;農gncu業liural-l労abo働町田者町) 143，800 
注3)
人 コネイカ
注1) a special class of per.田nsengaged in the business 
2) cottier ter祖国を多数含んでいる。












13) 19世紀桂半をつうじて. 1エーカー未満の農場を除いた.30-'-.ー ヵー宋満申農場が一貫してそ
。数を減らしたこと，第二に， M. J ポγによれば. 20エーカーと40エ カ の閣に，経済的
骨有地 economicholdingl:lと非経済的保有地 une.:anOI口il，; holùing~ とを分つ線が走ってU、
たこと (M.]. Bonn， ibid.， p. 56).第三に，後論で紹介するように，ラフィ グァによれば，
アイルランド農業措級の主体を構成するテナント tenantsが経首する農場が平均Lて30エーカ
ーであったこと (G.Shaw Lefevre， A，grarian Tel叫問， 189正p.100)，以上白ことから，少
くとも30エーカー未満の農場は非自立的小量経営盛場であると考えられる。




析を借用して. 187(}一例年当時のアイノレラ Y ドにおける農民層分解の状況を総
括しよう(第6妻〕。
ラフィーヴァは，当時のアイノレラ y ドにおける農業従事者を表示の 5つの階
層に分類している。
第ーの階層は，最上の最も肥沃な大牧沓農場を経営し，市場向け肥育牛を飼
育し，販売していて，かれらの多数は，不在の「特別の事業家 aspecial class 


















15) M. J ボンによると， アイノレラソドの最良の牧場のテナントは「犬規模な資本家的牧畜業者
a団 pJtaliststoc:k.farmer on a large scaleJであることがしばしばであった。 M.J. Bonn， op 
cit. p. 91 


























農」のうちにみる ζ とができる貧農・半プロレタリア，最後に. r小借地農!
16) IIば>p_ 41 
















農場規模 IA農場数 IB概員1C常雇 ID臨持雇 IC+D/AIC+D/B
エー カ満ー % ラ6 % 
30，711 
44，358 
5以上~ 15未満 154， 114.259 15， 
2:7，855 
中 30以上~ 50未満 76， 384f 45 139，644 23，956f 51 
50以上，...，100未満 58， 1:.6，323 41，605 24， 
上 4「I2150田0以以上上以25GC O未未満上 272，768415091  f5 
42，900 
11，990 8，216)-22 
1， 1，768 11， 2，666 
計 1帆蜘吋m叫肌819叫山田1叫
注〉 農場数は1911年回数値である。
[出所) Ag，加 d叫 ral品atistics1847-1926， 1930， p. 160， H. Martens， Die Agrar-





アイルランドにおける農民圏分解と地主的土地清掃 (159) 61 





のアイノレラ Y ド担当副委員である T.ボ ルドウィ Yならびに C. "ハットス










年 度 地 代 額 i上昇率
1851-52 4.E 13 s d 1 
1853 6 4 
1860 6 10 6 1.4 
1日61 7 15 1.7 
1862-64 9 
1869 12 13 4 2.7 
〔出所J T. Bald'Win & C. Robeτt田 n.








きわたい.!cζろで. B. L ソロウは， 所得税を課税するための算定土地財産評価額統計数値
Gross Amount of the Annual Value of Property and Pro且ts，Assessed to the Jncome 











1849 16，69846 9 3，302 
50 19 5，403 
51 
182341，，，58195346 9 7 1 3 




56 1，108 230 
57 1，161 242 
58 957 237 
59 837 346 
60 636 65 
61 





65 942 183 
66 795 185 
67 549 9U 
68 637 122 
69 374 63 
70 548 104 
71 482 114 
72 526 118 
73 671 152 
74 726 200 
75 667 71 
76 553 85 
77 463 57 
78 980 146 
79 1321 38 140 
80 2，110 217 






























¥ソロウ女史は， Schedule B (in respect of the Occupation of Land， Tenements. and 
Hereditaments)すなわち土地等の占有田cupationにもとづく所得の統計を， Schedule A と
間遭って使用している。ただ，女史の12%は.Schedule Aで計算しても，そ白場合， 1869年か
ら1881年目数値乏してであるが，だいたいあては玄ぞっている。 Cf.R L 向、low，Th"， T.and 
Q出 stionand the lrish Ec01回 my，1870-1903， ，1971. pp. 57-70，品atuticalAhstract 
j白 the United KingdO'Tn 1856 1870. 1869-1888 
アイルラソドにおける轟民層分解と地主的土地清掃 (161) 63 
ポロック某なる人物はスコットラ γ ド人の地主であり. また農業経蛍者
farmerでもあった。 スコクトラ Y ドにおよそ 1万エーカーの土地を所有する
かれは. 1850年代に， アイノレラ Y ドのゴーノレウ zイ県 Co.Galwayにある農地





















と白点は桂請で触札るo Cf. B. L. Solow. ibid.. pp. 51-57 
20) B. L. Solow，めid.pp. 88-90， H. Martens， a. a. 0.， 5S. 17-18， J.Bateman， The G向at
Land.究開ersof G問atBrit:a帥 &1，問land， 4th edn.， 1883， repr. edn. 1970， p.362を整理
した.マルテンスは，ボロック領がロスコモ γ県Co.Rc焔COilllllon にあったとしているが，こ
の点につい℃は，ソロウとへイトマンの言うゴルウェイ県 Co.Galwayが正しいであろう。
21) 1849年に公布された EncはmberedEstate Actにもとづいて設置された「抵当に入ってL、る
破産所領の譲渡のためり一種。破産整理委員会J(M. ]. Bonn， op. cit.， p.60)のことである。
のちになって，それは1858年の補充立法で iLandedEstate CourtJに改組され，抵当に入っ
ていない土地についても当委員会を通じて販売することができるようになった (H.Martens， 
ebenda. S. 16)。こり委員会を通じて. 1剖8年から58年ま Eに2，300ポンドりー ト摘が.18団平か
ら89年までに2，900万ポンドの土地が販売芭れた咽土地の購入者自多数は資本家で， なかには大
きな保険会社もいた (abanda，S， 16， M. ]. Bonn，必id.，p. 60)。

























すものであ η たと tを確証する材料は，今のところ筆者は手に入れるこ左がで
きていない。しかし，ポロック領において昆ることができた事態が.すでに確
認した農民層の両極分解の進行の基礎上で遂行されたものであり，しかも同時

















































22) イギりスへの移住じついてであるが， B.ト マスの計算によれば， 1941年から51年までの10年
聞に約37.4万人， 51年から61年までの昨年聞に21.5万人がアイλヲソド海映を渡ってイギリスに
移住bたョ 1876年以降については統計数字が与えられていて，それによると.1876年から90年ま




おいても少〈ともその8升のlに当る l万人はイギリスに渡った者であろう〕。 こうして， 1841 
午かb90年までの 50年間肥およそ90万λ近〈がイギリスに毒事件し?と乙とになる. B. Thomas. 
Migration and Ecmwmic Gra包仇 1954，p.73， W. F. Wi1∞x Ced.)， Internatωnal 
Migmtions， Vo1. 1， pp. 730-731 
アイルランドにおける農民層分解と地主的土地清掃 (165) 67 
形態でのアイノレラ γ ド的再現ともいえるものであった却。
一方に， 20万人近〈の中農および50万人近くの貧農・プロレタリアートの債



























点を除いては，決してめずらしいことではないJ E. Barker， Ireland i:n thn Last Fifty 
Years 1866-1918， 1919， pp_ 44-45 
68 (166) 第 116巻第3・4号
と同時に，さらに，グヲッドストゥン土地法に示されるイギリス政府の政策が
まさにこうした地主的改良を一層前進させる方向で打ち出されるに至って，全
農民層・農耕階層と土地所有との対立が後景に退き，農民層内部の対立(富農・
資本家的経営主と貧農・プロレタリア)が表面化し， ζ こに，土地同盟内の借地条
件改良に要求を限定しようとする流れと，大土地所有の破粋にまですすもうと
する流れとの対立が激化し，イギリス政府と土地同盟内改良派との妥協という
形で土地革命は流産したのであった。
